



































































・ ~J本、和綴(四つ目綴)、 8 分冊、 4 冊ずつl快に入っている。 1 冊につき 4 巻分が収録され
ているが、第 8冊のみ巻二十九以下巻四十まで及び付録が 1冊になっている。
， 29.3咽 X17.9cm、題第は表紙左より 6皿内、上より 10皿内にあり、二重枠内に「説文繋
縛」の文字、及び冊次数が書いてある。
・左右双辺有界 7行 14字、注文双行 21字、 内匡廓は 19.9cmX 14. 8αllo 
・第 l冊内扉には「南唐徐錯撰/説文繋簿/新安正氏蔵板Jとある。
-各巻第 1葉右、右上に 76阻四方で「第一高等皐校圃書J印が、また第 1冊右下第 1行末に
20阻四方「曾在胡鞠鄭処J朱文印がある。
・虫損も少なく保存状態はおおむね良好だが、第 2冊巻七第 15葉および巻八第 1葉を欠き、






























1-16b-6 嘩閑括反 証本・述本「閑剖反j に作る


































2-19b-5 鼓砂利切 証本・述本・葉本「捗利反j に作る
この項目は本文・反切ともに大徐本と完全に一致する。すなわちこれは大徐本からの賓入
であり、反切も「階利切Jであるとみなすべきである。






























































































































5-15b-6 新散低 反 1王本・述本「欺低反j に作る
が加わるため、実に 12例中 11例が「梨桃反j となっている。








6-4b-6 斡 荷描反 ?王本・述本「荷括反Jに作る
「描j と「括」は字画が類似しているため、古書ではしばしば混同される。

















































































































































































8-10b-1 肖恩 妙反 証本・述本「思妙反j に作る。




































































9-5a一7 龍梁充反 述本「宋充反j に作る
「寵」は『広韻』に「虚紅切(東韻一等来母)J i力鍾切(鍾韻来母)J i力董切(董韻来母)J 





























9-19b-7 盈以成切 証本・述本 f以成反Jに作る
この項は本文・反切ともに大徐本と一致する。すなわちこの反切は大徐本からの輩入であ
り、反切も「以成切Jであったとみなせる。







10-5b-l 俣(歓) 於橡反 証本「於接反Jに、述本「於[宇象]反」に作る。
[宇象]は諸書に見えない。 i強」あるいは「捷Jの諦字であろう。























































「楢 (W広韻』以周切、尤韻以母)J r延Jは以母であるのに対し、「廷j は定母である。ま
た同音字の繋伝反切には「延秋反j を多く用いている(猶など)。
以上のことから、証本・述本の「延秋反」に従うべきである。










11-4b-7 櫛所衝切 証本「所衝反j に、述本「所街切Jに作る







「蟻:色威反Jr ~ :所威反Jr斐:所監反j と「櫛j と一致するものはない。このことから、
少なくとも反切については大徐本と同じ形の「所衝切j であると考えられる。





























































11-18a-5 檀按谷反 証本・述本「舵谷反j に作る
「檀 (W広韻』徒谷切、屋韻一等定母)Jおよび「舵」は定母であるのに対し、「按」は影母、

























対し、「削欺反J は他に用いられた例がない。あるいは「概J が『広韻~ w集韻』等に見えな
い之韻精母(止摂平声三等関口精母)相当の音で読まれ、反切も「則欺反Jが付けられてい
たのを、後世の人が不審に思い、反切上字を「削Jに変えた可能性も考えられる。待考。




































































































12-11a-2 東 日至反 託本「而至反Jに、述本「日至反Jに作る
「或 (W広韻』而至切、至韻開口日母)Jの大徐本の反切が「市至切j であることを考える
と、 I王本の反切は大徐本からの寵入であると考えられる。述本「日」は「日Jの誤写。
12-13a-4 費寅谷反 述本「寅六反j に作る
「責 (W広韻』余六切、屋韻三等以母)Jおよび「谷Jr六」はどもに屋韻だが、 「責Jr谷j
28 W豪韻譜』五巻本の反切は小異があり「翠苑反J。










12-17b-7 蕗子建反 在本・述本「於建反j に作る





















































































那本「於J:証本・述本「子j となっている反切は 24例、そのうち反切上字が 21倒、反切













































13-8b-3 塾(墾) 田狭反 証本「回挟反j に作る
f聖 (W広韻』徒協切、伯韻定母)Jおよび f挟Jは伯韻であるのに対し「狭j は沿韻であ
り、また同音字「諜j の繋伝反切は「田挟反」である。
I玉本の「田挟反」に従うべきである。
13-10a-l 骸於目 反 注本・述本「子目反Jに作る
「械 (W広韻』於六切、屋韻三等影母)Jおよび「於j が影母であるのに対して「子j は云
母、よって反切上字は「於Jが本来のものとみられる。なお「曹Jの項も参照。
13-13a-7 東侯 攻反 証本・述本「候吹反j に作る
「侯」と「候」はその差異が声調だけであり(侯は平声、候は去声)、また形も酷似して
いる。反切上字ではどちらもよく用いられ、同一音の中でもどちらが使われるか一定しない









13-16b-6 稼斤乍反 在本「及作反」に、述本「反作反j に作る



























の誤り)J ["案:苦和反Jであることからすると、「裸j の本来の反切もこれらのうちの 1つで
あったかもしれない。
13-25a-2 襲魚列反 述本「魚波反」に作る
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